






居室訪問の場面です 寝たきりの田中咲子さんのシーツ交換のために、 介護スタッフのミャガレンさんが部屋を訪ねてきました。 シーツ交換を予定時間で終わらせるために、手際よく作業をしようと張り切っています。 

おはようござ
います 

小さな声で早口で利用者さんの顔を見ずに立ったまま挨拶をします。 

・・・ 

田中さんは気がつきません。 

シーツを交換
します 

と無表情で言い、いきなりせかせかと準備を始めました。 ミャガレンさんに気がつきました。この人いつの間に入ってきたのかしら。 なぜここにいるのかしら不安だわ。 

あなた何してるん
ですか 

不安なので声を荒らげてしまいました。 この介護スタッフには何がたりなかったでしょうか。 『利用者さんの気持ちになってみること』が出来ていなかったですね。 利用者さんはどのような気持ちなのか、介護スタッフにどのようにして欲しいのか、 想像していればこのような挨拶にはならなかったはずです。 それでは、どのように改善していけばよいのか、挨拶のポイントを確認します。 







居室訪問の場面です。 寝たきりの田中咲子さんのシーツ交換のために、 介護スタッフのミャガレンさんが部屋を訪ねてきました。 田中さんの枕元まで行き、腰を屈めて視線を合わせます。 

おはようございます、
田中さん。 

私はミャガレンで 
す。今日は良いお天

気ですね 

笑顔で大きな声で挨拶をします。 

おはよう 

ああそうだった、この子はミャガレンさんだったわね、と思い出しました。 と言い、準備を始めました。 

お願いしますね 
ありがとう 

安心して作業を見守ります。 介護スタッフのミャガレンさん、今度は利用者さんに伝わるとても感じの良い挨拶ができていましたね。 より良い挨拶をするために、再度ポイントを確認してみましょう。 

シーツを交換させて
いただきます 



    

  



    

  


